
五
経
正
義
語
桒
語
法
節
記
(
五
)

野
　
間
　
文
　
史

本
節
記
も
本
稿
で
連
載
五
回
目
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
始
め
た
と
き
に
は
、
必
ず
し
も
口
語
的
表
現
の
み
に
注
目
す
る
つ
も
り
で
は
な
か

っ
た
も
の
の
、
「
五
経
正
義
」
中
か
ら
、
先
学
の
指
摘
さ
れ
た
中
古
漢
語
の
特
徴
的
用
法
だ
と
思
わ
れ
る
例
を
取
り
挙
げ
る
う
ち
、
勢
い

口
語
的
語
彙
に
集
中
し
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
本
節
記
の
開
始
当
初
に
は
予
想
も
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
台
湾
中
央
研
究
院
計
算
中
心
「
漢
籍
全
文
資
料
庫
」
の
出

現
に
よ
り
、
誰
で
も
容
易
に
「
十
三
経
注
疏
」
の
語
彙
の
検
索
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
節
記
(
四
)
で
述
べ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
用
例
を
紹
介
す
る
こ
と
が
本
節
記
の
主
要
な
意
義
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
ま
た
こ
の
検
索
に
よ
っ

て
、
筆
者
の
従
来
の
カ
ー
ド
方
式
に
よ
る
用
例
収
集
に
は
、
当
然
な
が
ら
漏
れ
が
有
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
上
を
勘
案
し
た
結

果
、
本
節
記
は
今
回
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
に
し
た
。
「
語
彙
語
法
節
記
」
と
銘
打
っ
た
け
れ
ど
も
、
語
法
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
言
及

で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

ち
な
み
に
今
ま
で
に
取
り
挙
げ
た
語
彙
の
用
例
は
以
下
の
通
り
。

「
烏
昔
～
馬
首
～
」
・
「
烏
是
～
烏
是
～
」
・
「
鳥
是
～
馬
首
～
」
・
「
鵠
～
是
～
」

定
∴
疋
是
・
定
似
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三
-
一
「
～
自
」
巳
自
・
既
自
・
各
自
・
告
白
・
親
日
・
身
自
・
猫
自
・
私
自
・
早
目
・
猶
自
・
本
臼
・
先
日
・
宜
自
・
固
自
・
手
自

佃
自

三
-
二
　
「
～
復
」
雄
復
・
豊
復
・
寧
復
・
戎
復
・
無
複
・
非
復
・
不
復
・
亦
復
・
又
復
・
猶
復
・
更
復
・
且
複
・
還
復
・
昔
復

路
復
・
況
復

三
-
三
　
「
～
是
」
営
是
・
蓋
是
・
應
是
・
要
是
・
眞
是
・
賓
是
・
本
是
・
必
是
・
鵠
是
・
国
是
・
正
是
・
明
是
・
自
是
・
多
是

同
是
・
終
是
・
各
是
・
若
是
・
雉
是
・
乃
是
・
則
是
・
即
是
・
便
是
・
彷
是
・
但
是
・
止
是
・
直
是
・
巳
是

既
是
・
亦
是
・
復
是
・
倶
是
∴
疋
是
・
又
是
・
猶
是
・
共
是
・
還
是
・
戎
是
・
皆
是
・
凡
是
・
諸
是
・
仝
是

疑
是
・
知
是
・
計
是
・
似
是
・
呈
是
・
並
是
・
寧
是
・
総
是
二
冗
是
・
宜
是
・
恐
是
・
祇
是
二
蒐
是
・
悉
是

四
　
　
「
等
輿
其
…
寧
～
」
・
「
等
輿
其
…
豊
若
～
乎
」
・
「
等
…
寧
～
」

五
-
一
「
容
或
・
戎
容
」
「
悉
皆
・
皆
悉
」
「
並
皆
・
皆
並
」
・
重
曹
・
覆
更
・
更
復
」
「
更
別
・
別
更
」
「
似
若
・
若
似
・
如
似
」

「
猶
尚
・
尚
猶
」
　
「
親
日
・
自
親
」
　
「
既
巳
・
巳
既
」

五
-
二
　
「
普
須
・
須
昔
」
・
必
須
・
宜
須
・
應
須
・
「
富
合
・
合
普
」
・
「
昔
應
・
應
首
」
・
必
首
・
必
應
・
宜
應
・
固
應

国
富
・
固
宜
・
正
常

六
　
　
　
更
無
・
更
不
・
仝
無
・
仝
不
・
都
無
・
都
不
・
並
無
・
並
不
・
寛
無
・
寛
不
・
曾
無
・
曾
不
・
・
悉
無
・
悉
不

絶
無
・
絶
不
二
冗
無
・
元
不
・
固
無
・
固
不
・
了
元

七
　
　
　
仮
令
・
縦
令
・
設
令
・
若
令
・
侃
便
・
縦
便
・
設
使
・
若
便
∴
就
如

以
下
本
前
記
(
五
)
で
は
、
必
ず
し
も
口
語
的
表
現
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
挙
げ
た
も
の
以
外
で
、
筆
者
が
注
意
を
引
か
れ

た
語
彙
若
干
例
を
、
紙
幅
の
許
す
限
り
紹
介
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
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t

l

、

ノ

委
悉
・
委
知
・
一
何
・
何
等
・
何
物
・
商
量
・
尋
即
・
便
即
・
即
便
・
致
便
・
比
来
・
方
便

が
そ
れ
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
ヨ
①
の
よ
う
に
通
し
番
号
を
打
っ
て
き
た
が
、
本
節
記
(
五
)
で
は
、
こ
の
通
し
番
号
を
省
く
。

[
委
悉
]

「
委
悉
」
は
「
九
経
疏
」
中
に
三
例
見
え
る
の
み
な
の
で
、
頻
出
の
語
彙
で
は
な
い
。
r
禅
語
辞
典
」
　
(
入
矢
義
高
監
修
・
古
賀
英
彦
編
著
・
思

文
閣
出
版
一
九
九
一
年
)
に
、
「
【
委
悉
】
　
い
し
つ
　
知
る
。
明
ら
め
る
。
「
委
知
」
と
も
い
う
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
、

臼
　
音
譜
稿
「
青
陽
輿
黄
帝
同
徳
、
放
鳥
姫
姓
。
黄
帝
之
千
十
四
人
馬
十
二
姓
。
其
十
二
有
姫
有
己
」
。
青
陽
既
鵠
姫
姓
、
則
己
姓
非
青

陽
之
後
。
而
世
本
己
姓
出
自
少
時
、
非
青
陽
也
。
事
遠
書
亡
、
不
可
参
熟
耳
。
(
卒
○
邑

は
「
事
柄
は
遠
い
昔
の
こ
と
で
書
物
も
亡
ん
で
い
る
た
め
、
(
実
際
の
こ
と
は
)
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
の
意
味
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ

次
の
r
尚
書
正
義
』
の
例
、

日
　
陳
壽
云
「
皐
陶
之
謀
、
略
而
雅
。
周
公
之
詰
、
煩
而
悉
。
何
則
皐
陶
輿
舜
南
共
談
。
周
公
輿
畢
下
失
誓
也
」
。
其
意
戎
亦
然
乎
。
但

君
砺
∵
康
詰
、
乃
輿
召
公
・
康
叔
語
也
。
其
辞
亦
甚
秦
野
抑
か
昔
時
設
言
、
自
好
煩
復
也
。
(
-
誓
宣

を
、
か
つ
て
吉
川
幸
次
郎
氏
が
「
し
か
し
君
乗
や
康
話
は
、
召
公
や
康
叔
と
話
し
た
も
の
な
の
に
、
言
葉
は
や
は
り
く
だ
く
だ
し
い
。
或

い
は
当
時
の
も
の
の
い
い
方
と
し
て
、
く
だ
く
だ
し
い
の
が
好
き
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
」
と
訳
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
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義
山
と
惑
」
の
連
語
と
し
て
の
用
法
の
よ
う
で
あ
る
。
残
る
r
春
秋
正
義
し
の
一
例
も
こ
の
用
法
で
あ
ろ
う
。

田
　
注
前
巳
至
是
敗
○
正
義
日
、
劉
些
一
一
口
「
卜
不
吉
、
謂
戦
昔
敗
。
再
敗
普
請
今
伐
更
敗
也
。
杜
言
r
退
還
亦
是
敗
」
非
也
」
、
以
規
杜

氏
。
今
知
劉
非
者
、
杜
言
「
退
還
亦
是
敗
」
者
、
以
侍
「
卜
退
不
吉
」
是
不
得
好
退
、
是
錐
欲
退
還
、
亦
必
敗
也
。
故
云
「
退
還
亦
是

敗
」
。
但
文
不
勢
智
劉
以
烏
「
退
還
謂
是
好
退
而
還
」
以
規
杜
、
非
也
。
(
甲
O
N
b
・
O
u
a
)

「
し
か
し
文
章
は
詳
し
く
な
い
」
の
意
。

[
委
知
]

日
　
成
湯
放
英
子
南
巣
○
正
義
日
、
柴
奔
南
巣
、
湯
縦
而
不
迫
、
故
稀
「
放
」
也
。
停
言
「
南
巣
地
名
」
。
不
知
地
之
所
在
。
周
書
序
有

「
巣
伯
来
朝
」
、
嘩
吾
南
方
遠
國
」
。
鄭
玄
云
「
巣
南
方
之
國
。
世
一
見
者
」
。
粟
之
所
奔
、
蓋
彼
國
也
。
以
其
國
在
南
、
故
稀
「
南
」
耳
。

0
0

停
井
以
「
南
巣
」
鳥
「
地
名
」
。
不
能
委
知
其
虞
、
故
未
明
言
之
。
(
○
∞
l
O
↓
巴

吉
川
訳
.
「
伝
は
「
南
巣
」
二
字
で
「
地
名
」
だ
と
す
る
が
、
場
所
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
、
は
っ
き
り
い
わ
な
か
っ
た
の
で
あ

る」。

臼
　
[
経
]
「
巳
、
汝
惟
小
子
。
未
其
有
若
汝
封
之
心
。
朕
心
朕
徳
、
惟
乃
知
」
。
[
偽
孔
伝
]
巳
平
、
他
人
未
共
有
若
汝
封
之
心
。
言
汝

心
最
善
。
我
心
我
徳
、
惟
汝
所
知
。
欲
其
明
成
王
所
以
命
己
之
款
心
。

己
乎
、
汝
惟
小
子
耳
、
而
他
人
未
共
有
若
汝
封
之
心
。
言
汝
心
最
善
。
汝
心
既
善
、
準
心
我
徳
、
惟
汝
所
動
如
也
。
(
三
豊

吉
川
訳
「
あ
あ
、
汝
は
若
者
だ
。
し
か
し
他
の
人
間
で
汝
封
の
心
ば
え
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
ぞ
」
。
汝
の
心
ば
え
も
っ
と
も
め

詩

で
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
汝
の
心
ば
え
が
め
で
た
い
か
ら
に
は
、
余
の
心
も
余
の
徳
も
、
汝
の
み
が
知
っ
て
い
る
の
だ
」
。

官
人
之
事
・
王
政
尤
重
。
故
又
更
申
説
之
。
言
王
所
以
能
官
人
者
・
待
軍
臣
相
保
安
、
素
相
熟
知
・
乃
自
佑
助
、
而
共
學
之
。
成
王

四
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乃
後
命
用
之
。
既
用
之
為
官
、
又
用
天
意
申
重
戒
勅
之
。
此
其
所
以
官
人
得
其
宜
也
。
(
-
ワ
ッ
0
-
a
)

圀
　
箋
成
王
至
之
屈
○
正
義
日
、
宮
人
之
事
、
王
政
尤
重
。
上
文
既
言
「
宜
人
」
、
故
云
「
成
王
之
官
人
、
軍
臣
保
佑
而
學
之
」
。
保
安
也
。

佑
助
也
。
謂
能
相
奉
加
・
乃
相
助
薦
學
。
成
王
得
其
所
學
、
乃
命
用
之
・
又
用
天
意
申
勅
之
。
(
-
:
l
O
邑
F

詔
　
「
故
其
敷
可
陳
、
其
義
難
知
也
」
者
、
謂
蓮
豆
事
物
之
敦
可
布
陣
、
以
其
浅
易
故
也
。
其
穏
之
義
理
難
以
熟
知
、
以
其
深
遠
故
也
。

(
N
?
-
∞
b
)

國
但
古
制
難
識
、
不
可
熟
知
。
南
北
諸
儒
、
亦
無
委
曲
解
之
。
今
依
鄭
注
、
略
為
此
意
。
未
知
是
否
。
(
無
T
-
畳

語
　
皇
氏
云
、
従
「
王
道
傭
兵
」
以
上
為
欒
本
。
従
此
以
下
鳥
欒
論
。
今
依
用
焉
。
此
十
一
篇
之
説
、
事
不
分
明
。
鄭
目
録
十
一
篇
暑
有

分
別
、
仔
細
不
可
熟
知
。
(
軍
-
N
a
)

圀
　
注
祭
仲
至
百
雑
○
正
義
日
、
注
諸
言
大
夫
者
、
以
其
名
氏
顔
見
於
侍
。
更
無
卑
賎
之
験
者
、
皆
以
大
夫
言
之
。
其
賛
是
大
夫
以
否
、

亦
不
可
熟
知
也
。
(
O
N
⊥
畳

〓
何
]

「
一
何
」
は
必
ず
し
も
口
語
的
表
現
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
九
経
疏
」
中
に
九
例
を
見
出
し
得
た
。
こ
の
「
一
何
」
の
用
法
に
つ

い
て
は
、
近
刊
の
「
全
訳
漢
辞
海
」
　
(
戸
川
芳
郎
(
監
修
)
佐
藤
進
・
濱
口
富
士
雄
(
編
)
三
省
堂
　
二
〇
〇
〇
年
)
に
詳
し
い
説
明
が
見
え
る
。

〓
何
】
詠
嘆
を
表
す
副
詞
「
何
」
受
熟
し
て
用
い
ら
れ
、
後
に
置
か
れ
た
形
容
詞
に
対
し
感
情
的
に
強
調
す
る
こ
と
を
表
す
。
「
い

つ
こ
な
ん
ゾ
」
と
訓
読
し
、
「
な
ん
と
」
「
実
に
な
ん
と
も
」
と
訳
す
。

そ
し
て
用
例
と
し
て
「
杜
甫
・
詩
・
石
壕
吏
」
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。
「
九
経
疏
」
中
に
以
下
の
九
例
、
そ
し
て
「
論
語
義
疏
」
に
も
一
例

を
見
出
し
得
た
。

五
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ヨ　　日　　日　~　四　　匹

又
言
日
食
鵠
大
悪
之
事
。
彼
月
而
食
、
難
象
非
理
殺
臣
、
猶
則
是
其
常
道
。
今
此
日
而
反
食
、
於
何
不
善
乎
。
猶
言
蒜
不
善
、
鵠

不
善
之
大
、
是
凶
亡
之
徴
也
。
(
-
N
I
N
l
O
u
a
)

後
鄭
不
従
者
、
案
司
服
云
「
祀
莫
天
輿
五
帝
管
用
大
袋
」
、
昔
在
園
丘
輿
四
郊
上
。
今
退
在
社
櫻
之
下
、
於
王
者
宮
中
、
失
之
遠
英
。

且
五
天
神
昔
在
上
経
陽
祀
之
中
、
退
在
陰
祀
之
内
、
蒜
障
也
。
冨
・
〇
の
b
・
〇
畳

云
「
矯
固
能
守
疆
不
畏
之
、
矯
失
俗
也
」
者
、
謂
失
檀
風
俗
、
矯
而
正
之
。
接
鄭
此
言
、
別
矯
国
人
之
姓
名
。
其
字
従
虫
。
若
矯
正

0
0

之
字
従
矢
。
熊
氏
云
「
戎
有
人
矯
武
子
園
随
」
、
封
文
不
知
、
一
何
甚
也
。
(
○
?
○
命
)

鄭
駁
之
云
「
祝
融
乃
古
火
官
之
長
、
猶
后
櫻
翁
尭
司
馬
。
其
尊
如
是
、
王
者
祭
之
。
但
就
竃
陛
蒜
随
也
。
視
融
乃
是
五
祀
之
神
。

祀
於
四
郊
而
祭
火
神
於
竃
隆
。
於
祀
乗
也
」
。
(
N
?
N
-
a
)

而
皇
氏
不
解
鄭
之
此
旨
、
、
謂
「
大
夫
不
瑜
絞
而
有
鋼
魚
。
士
無
鋼
魚
而
有
稔
絞
。
以
雷
魚
陰
両
校
陽
。
大
夫
侶
君
、
故
奪
其
陽
」
。

0
0

不
尋
其
義
、
一
何
疏
妄
之
甚
。

但
恩
恵
則
賞
賜
之
。
以
文
連
「
賞
不
失
費
」
之
下
、
故
杜
云
「
賜
老
則
不
計
螢
」
。
劉
皮
以
「
不
計
螢
」
之
文
而
規
杜
氏
、
蒜
煩
砕
。

(
N
U
占
訂
)

劉
舷
以
為
「
國
人
従
勇
烏
優
、
引
行
以
至
魚
里
」
、
以
規
杜
氏
。
但
博
文
不
輿
古
事
雉
知
。
劉
妓
以
為
規
・
蒜
煩
砕
。

(
∽
?
N
∞
a
)

正
義
日
、
服
虔
以
為
「
毎
於
十
里
置
幣
車
一
乗
。
千
里
百
乗
、
以
次
相
授
車
。
率
昔
日
行
一
百
六
十
里
。
謂
従
縫
向
薙
、
去
而
復

還
。
一
事
之
間
、
八
度
至
也
」
。
然
別
千
里
之
路
、
往
還
八
反
。
車
寧
日
行
一
百
六
十
里
。
計
則
一
萬
六
千
里
。
狂
追
風
逐
日
之
足
、

猶
格
不
達
於
此
。
后
子
之
馬
、
蒜
放
平
。
縦
令
如
此
、
挽
可
以
車
馬
疾
。
未
足
以
明
車
多
。
司
馬
侯
何
以
怪
其
車
多
而
手
間
也
。

(舎・-訂)

解
云
、
正
以
若
其
時
祭
・
洛
食
精
聖
、
軍
公
之
供
、
蒜
至
此
。
故
知
正
是
「
祀
祭
之
時
・
序
昭
穆
之
差
」
・
所
以
降
子
尊
粗
放
也
。

六



田
　
言
教
化
輿
進
、
而
汝
等
怪
之
、
此
亦
蒜
太
甚
也
。
唯
語
助
也
。
(
〇
三
宣

(
-
千
〇
↓
a
)

[
何
等
]

「
禅
語
辞
典
」
で
は
「
何
等
」
に
つ
い
て
、
「
ど
ん
な
、
ど
の
よ
う
な
、
の
意
」
と
あ
る
。
何
体
r
公
羊
侍
解
話
し
・
杜
預
r
春
秋
世
族
譜
』

の
例
を
含
め
て
、
「
九
経
疏
」
中
に
八
例
見
え
る
。
ま
た
r
孝
経
述
議
」
に
一
例
を
見
出
し
得
た
。

五経正義語彙語法前記(五)(野間)

圀　　圀　　　　監】

「
悠
悠
蒼
天
・
此
何
人
哉
」
[
筆
王
達
乎
蒼
天
。
仰
憩
欲
其
察
己
言
也
。
此
亡
國
之
君
仲
豹
人
哉
。
疾
之
甚
。
(
○
‡
l
O
邑

此
亦
傷
幽
王
。
但
不
是
主
刺
幽
王
、
故
不
鵠
雅
耳
。
仲
新
人
猶
言
仲
恥
入
。
大
夫
非
鵠
不
知
、
而
言
極
恥
入
、
疾
之
甚
也
。(

○
サ
T
O
の
b
)

馬
既
肥
大
、
而
又
良
善
。
御
人
執
其
六
轡
、
在
手
而
巳
。
不
恨
控
制
之
也
。
此
四
牡
之
馬
、
仲
豹
毛
色
。
麒
馬
堀
馬
、
是
其
中
。
謂

烏
中
服
也
。
(
○
?
∽
⊥
N
b
)

有
誰
従
穆
公
死
平
。
有
子
車
氏
名
奄
息
者
、
従
穆
公
死
也
。
此
奄
息
仲
豹
人
哉
。
乃
是
百
夫
之
中
、
特
立
雄
俊
者
也
。
今
従
穆
公
而

死
。
秦
人
悉
衷
傷
之
。
(
○
?
†
○
①
a
)

田
言
天
之
安
定
、
汝
王
位
亦
甚
堅
固
夷
。
何
者
天
使
汝
誠
信
愛
l
厚
、
天
下
臣
民
、
即
知
仲
豹
福
不
開
出
輿
之
。
天
又
使
汝
天
下
毎
物

皆
多
有
所
益
。
(
○
?
∽
占
ざ
)

0
0

田
　
杜
譜
云
「
國
佐
・
賓
媚
人
・
武
子
三
事
互
見
於
経
博
。
不
知
賓
媚
人
是
何
等
名
堆
也
」
。
(
N
T
G
b
)

目
　
貫
達
云
「
節
舞
曲
名
。
言
天
下
欒
節
去
無
道
」
。
杜
云
「
飾
舞
者
所
執
」
。
二
者
倶
無
所
接
、
各
以
意
言
之
耳
。
詩
述
碩
人
之
善
舞
云

「
左
手
執
笛
、
右
手
乗
崔
」
。
答
是
舞
者
所
執
、
別
節
亦
舞
者
所
執
。
杜
説
首
得
其
賓
。
但
不
知
節
是
仲
豹
器
耳
。
(
甲
-
畳

七



五経正義語彙語法前記(五)(野間)

國
　
「
六
年
春
正
月
塞
来
。
定
来
者
何
、
猶
日
是
入
来
也
」
。
[
何
体
]
猶
日
是
入
来
、
不
録
仲
約
人
之
辞
。
(
○
‡
邑

岩
本
憲
司
氏
r
春
秋
公
羊
俸
何
体
解
詰
」
(
汲
古
書
院
一
九
九
三
)
で
は
、
「
「
是
入
来
」
と
言
う
の
と
同
じ
で
あ
り
、
ど
ん
な
人

物
か
を
詳
録
し
な
い
表
現
で
あ
る
」
と
訳
し
て
お
ら
れ
る
。

困
　
「
趨
盾
日
、
彼
何
也
。
夫
春
局
為
出
乎
閏
」
。
[
何
体
]
彼
何
者
、
始
怪
仲
掛
物
之
辞
。
熟
視
知
其
鵠
春
、
乃
言
夫
春
着
腰
器
、
何
故

乃
出
尊
者
之
閏
乎
。

岩
本
訳
「
「
彼
何
」
は
、
は
じ
め
に
、
(
そ
も
そ
も
)
何
で
あ
る
の
か
怪
し
ん
だ
言
葉
で
あ
る
」
。

田
夫
子
方
弘
諌
法
、
乃
責
而
説
之
。
子
日
・
参
平
。
汝
之
此
間
、
是
俳
聖
口
輿
。
汝
之
此
言
、
是
言
之
不
通
於
理
也
。
(
N
登

[
何
物
]

「
禅
語
辞
典
」
で
は
「
何
物
」
に
つ
い
て
、
「
単
に
「
何
」
の
意
」
と
あ
る
。
た
だ
「
九
経
疏
」
中
の
用
例
で
は
、
「
物
」
の
普
環
を
残
し
て

い
る
用
法
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
全
七
例
。

△
△

田
　
悠
悠
蒼
天
、
此
何
人
哉
[
筆
王
達
乎
蒼
天
。
仰
惣
欲
其
察
己
言
也
。
此
亡
国
之
君
何
等
人
哉
。
疾
之
甚
。
(
〇
三
・
〇
邑

△

△

　

　

　

　

0

0

此
亦
傷
幽
王
。
但
不
是
主
刺
幽
王
、
故
不
烏
雅
耳
。
何
等
人
猶
言
何
物
人
。
大
夫
非
鵠
不
知
、
而
言
何
物
人
、
疾
之
甚
也
。(

○
サ
T
O
詮
)

0
0

下
「
其
祁
孔
有
」
、
侍
訓
「
祁
」
鵠
大
、
直
云
其
大
甚
有
、
不
言
猷
名
、
不
知
大
著
何
物
。
且
繹
猷
有
壁
之
名
、
故
易
侍
而
従
爾
雅

也
。
(
-
?
?
○
汐
)

〇
〇

故
於
此
君
子
諸
侯
之
来
朝
也
、
乃
云
有
何
物
而
昔
錫
予
之
平
。
於
時
雄
為
無
可
予
之
、
尚
輿
之
路
車
及
所
乗
之
粛
馬
。
其
車
馬
之

G
O

外
、
又
以
何
物
予
之
。
又
以
玄
衣
而
書
一
以
衷
龍
、
下
及
締
晃
之
討
裳
。
言
無
予
之
尚
得
車
馬
委
喝
(
軍
T
O
宣

八



五経正義語彙語法前記(五)(野間)

記記

公
劉
升
則
在
職
山
之
上
、
説
其
形
勢
。
復
下
而
在
原
、
察
其
虞
所
。
用
心
反
覆
、
重
民
若
是
。
以
此
之
故
、
亦
鵠
民
愛
。
共
時
之

民
。
皆
云
・
我
今
有
仲
帥
而
可
輿
公
劉
語
之
。
維
有
美
玉
及
瑞
、
井
有
稗
璋
容
飾
之
刀
、
可
以
鵠
之
侃
耳
。
(
-
:
l
O
壱

〇
〇

案
詩
有
「
副
算
六
加
」
、
謂
以
六
物
加
於
副
上
。
未
知
用
何
物
、
故
鄭
注
詩
云
「
副
既
算
而
加
飾
、
古
之
制
所
有
未
聞
」
是
也
。(

○
?
-
浮
)

丹
良
是
晶
、
乃
謂
之
鳥
・
是
重
其
所
養
之
物
、
不
志
食
之
、
雑
品
而
鵠
鳥
也
。
但
未
知
丹
良
寛
是
仲
野
(
不
N
-
a
)

「
不
知
其
所
謂
」
者
、
宰
我
善
間
孔
子
。
吾
唯
開
鬼
神
之
名
、
不
知
此
鬼
神
所
謂
仲
肺
患
鬼
神
。
(
睾
亡
邑

O
G

田
　
酒
不
自
作
、
則
未
必
清
浄
。
肺
不
自
作
、
則
不
知
何
物
之
肉
。
故
清
市
所
得
、
拉
所
不
食
也
。
(
○
Y
U
O
b
)

[
商
量
]

「
商
量
」
に
つ
い
て
は
、
塩
見
邦
彦
氏
「
唐
詩
口
語
の
研
究
し
(
中
国
書
店
一
九
九
五
年
)
に
次
の
よ
う
な
解
説
が
有
る
。

「
匿
繹
」
巻
五
「
商
略
」
の
条
に
よ
る
と
「
商
略
、
有
佑
計
義
、
有
準
備
或
倣
道
義
、
商
量
亦
同
」
と
す
る
。
「
推
量
す
る
、
相
談
す

0
0

る
」
意
。
r
困
學
紀
聞
』
巻
十
九
「
評
文
」
に
よ
れ
ば
「
俗
語
皆
有
所
本
」
と
し
て
「
出
「
易
』
党
注
」
と
い
い
、
「
商
、
商
量
裁
制
之

謂
也
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

右
の
r
困
學
紀
聞
』
が
引
用
す
る
王
弼
注
を
含
め
て
、
以
下
の
九
例
を
検
索
し
得
た
。
な
お
「
禅
語
辞
典
」
に
、
「
相
談
す
る
、
協
議
す

る
。
」
と
あ
る
が
、
「
九
経
疏
」
に
は
そ
の
意
味
の
用
法
は
無
い
よ
う
で
、
「
推
量
す
る
」
「
計
算
す
る
」
「
量
っ
て
検
討
す
る
」
の
意
味
で
あ

る
。
次
の
、

田
　
「
養
魚
日
商
祭
」
者
、
桑
乾
也
。
「
野
を
也
。
祭
用
乾
魚
、
卦
か
燥
滋
得
中
而
用
之
也
。
(
○
甲
山
O
b
)

九



の
例
が
示
す
よ
う
に
・
融
P
と
惑
P
の
連
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

0
0

田
　
若
純
用
剛
往
、
別
五
所
不
従
。
若
純
用
柔
往
、
又
損
己
剛
性
。
必
須
商
量
事
宜
、
有
従
有
否
、
乃
得
元
不
利
也
。
(
O
u
・
〇
、
遅

日
　
「
九
四
商
先
末
寧
介
疾
有
喜
」
。
[
王
弼
注
]
「
商
」
敵
を
裁
制
之
謂
也
。
介
隔
也
。
(
季
-
O
a
)

正
義
日
、
「
商
党
未
寧
」
者
、
「
商
酔
卦
裁
利
之
謂
也
」
。
(
○
‡
星

団
　
云
「
郷
里
之
委
積
、
以
他
民
之
嬉
匹
者
、
此
下
敷
者
皆
謂
昔
年
所
税
多
少
、
抱
送
帳
於
上
・
在
上
前
を
竺
年
足
國
用
外
、
則
随

○

五経正義語彙語法前記(五)(野間)

国　頭=回目悶

便
留
之
、
以
鵠
他
民
之
薙
阪
之
等
也
。
(
-
u
l
N
-
a
)

鄭
云
「
日
入
三
商
」
者
・
商
謂
酔
畢
是
漏
刻
之
名
。
(
○
含
-
a
)

公
既
得
有
司
之
白
此
公
族
之
親
、
則
公
吏
言
日
寛
宥
之
、
以
法
監
使
徒
其
寛
唱
(
苧
N
琶

今
制
定
三
家
之
説
、
錐
各
有
通
塗
、
皆
互
有
長
短
。
…
…
今
彼
此
敵
勢
以
熊
氏
之
説
拾
於
二
家
。
(
甲
O
N
b
)

正
義
日
、
些
節
明
臣
事
君
之
法
。
「
事
君
者
量
而
后
入
」
者
・
凡
臣
之
事
君
者
、
欲
請
烏
其
事
・
先
酔
卦
事
意
堪
合
以
否
、
然
后

0
0

入
而
請
之
。
O
「
不
入
而
后
量
」
者
、
不
得
先
入
請
見
君
、
然
後
始
商
量
成
否
。
O
「
凡
乞
促
於
人
為
人
従
事
者
亦
然
」
者
、
非
直
事

君
如
此
、
凡
乞
貸
促
借
於
人
、
謂
就
人
乞
貸
借
借
鳥
人
従
事
、
謂
求
議
事
人
。
如
此
之
属
、
亦
須
先
敵
を
事
意
成
否
、
不
可
不
先
商(

-

○量
即
首
其
事
故
云
亦
然
。
(
∽
?
○
評
)

田
正
義
日
・
上
経
論
賢
人
學
至
誠
。
聖
訂
之
有
道
無
道
・
能
成
語
戎
獣
・
以
保
其
身
。
(
軍
○
墨

田
　
「
引
重
鼎
不
程
其
力
」
者
、
言
引
重
鼎
、
不
縁
備
敵
卦
己
力
堪
引
以
否
。
言
見
則
引
之
。
(
甲
○
註

[
尋
即
]

「
尋
即
」
に
つ
い
て
、
r
禅
語
辞
典
」
に
は
「
す
ぐ
に
、
た
だ
ち
に
。
」
と
あ
る
。
以
下
の
五
例
が
検
索
で
き
た
。



ヨ

五経正義語彙語法前記(五)(野間)

左■8mを

王
制
云
「
天
子
賂
出
征
、
類
乎
上
帝
、
雨
於
所
征
之
地
」
。
然
別
「
類
」
者
祭
天
之
名
。
未
稀
王
而
得
祭
天
者
、
文
王
於
伐
崇
之
後
、

○
つ

尋
即
稀
王
。
於
時
天
期
巳
至
。
崇
又
大
敵
。
雉
未
構
王
、
巳
行
王
事
、
故
類
雨
也
。
(
-
?
T
O
∽
b
)

0
0

文
王
之
時
、
紆
賓
未
滅
。
言
其
須
暇
可
臭
。
崇
侯
尋
即
見
伐
、
二
國
放
言
須
暇
者
、
赤
雀
命
云
「
崇
撃
首
則
鵠
悪
久
臭
。
受
命
六

年
始
減
」
、
亦
是
天
須
暇
之
。
此
須
暇
者
、
亦
設
教
之
言
、
因
其
未
滅
、
促
以
言
之
耳
。
(
-
?
今
○
命
)

0
0

不
言
狐
毛
・
貫
佗
、
而
濁
學
此
五
人
者
「
　
賢
而
有
大
功
故
也
。
類
語
掃
晋
、
尋
即
被
我
、
而
言
大
功
者
、
雷
鳥
従
亡
之
時
有
大
功

也
。
(
-
?
○
評
)

「
類
語
は
晋
に
帰
国
後
、
た
ち
ま
ち
殺
さ
れ
て
い
る
の
に
、
大
功
が
有
っ
た
と
言
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
き
っ
と
亡
命
時
に
大

功
が
有
っ
た
は
ず
で
あ
る
」
。

0
0

謂
勝
至
其
地
○
正
義
日
、
「
入
」
謂
入
其
都
邑
、
制
其
民
人
。
常
人
之
日
、
輿
減
亦
同
。
但
尋
即
去
之
、
不
鵠
己
有
、
故
云
「
勝
其
國

邑
」
、
不
即
有
其
土
地
。
如
此
之
類
、
謂
之
為
「
入
」
。
國
邑
璧
単
著
、
國
邑
皆
科
人
也
。
(
U
N
l
O
N
b
)

春
秋
早
則
伸
等
。
雪
而
得
雨
、
則
書
等
喜
寄
有
益
。
寄
而
不
得
雨
、
則
書
早
以
明
災
成
。
此
書
二
等
者
、
上
辛
等
両
得
雨
、
雨
少

0
0

尋
即
烏
早
。
故
季
辛
又
等
。
(
巴
・
〇
u
a
)

[
便
即
]

「
便
即
」
に
つ
い
て
、
「
禅
語
辞
典
」
に
は
「
「
便
」
に
同
じ
。
す
ぐ
に
。
と
た
ん
に
。
」
と
あ
る
。
以
下
の
十
四
例
が
検
索
で
き
た
。

自
　
我
循
彼
寧
人
所
有
旨
意
、
以
安
産
土
。
不
待
卜
笠
、
傲
恥
東
征
、
巳
自
善
臭
。
況
今
卜
東
征
、
而
亀
井
竜
(
-
u
l
N
畳

吉
川
訳
「
余
は
か
の
民
を
寧
ん
じ
給
い
し
王
が
抱
か
れ
た
お
考
え
に
そ
い
ま
つ
り
つ
つ
国
土
を
安
ん
ず
る
の
だ
。
卜
笠
す
る
迄



五経正義語彙語法節記(五)(野間)

日　　日　　回　　田=圀日田日記

も
な
い
。
す
ぐ
さ
ま
東
征
し
た
っ
て
、
も
う
そ
れ
で
い
い
わ
け
だ
が
、
ま
し
て
今
度
東
征
を
占
っ
た
と
こ
ろ
、
亀
も
書
を
そ
え

て
く
れ
る
」
。

夫
人
有
何
可
治
、
而
以
東
方
既
明
、
傲
恥
把
之
。
(
○
甲
J
l
O
邑

紺
命
之
使
伐
・
勝
而
悪
之
者
、
紺
以
戎
秋
交
侵
、
須
加
防
禦
。
文
王
請
伐
・
衝
恥
命
之
。
但
往
克
敵
・
功
徳
益
高
、
人
望
絡
移
。
故

畏
悪
之
耳
。
(
○
?
?
E
b
)

0
0

天
子
所
省
、
因
無
周
縞
。
値
其
所
幸
、
便
即
賜
之
、
使
天
下
知
我
王
之
愛
農
也
、
則
莫
不
重
力

射
者
内
志
正
則
能
中
焉
。
是
取
鳥
鵠
名
、
又
取
正
為
義
、
亦
猶
鵠
也
。
既
巳
棲
鶴
、
衝
恥
射
之
。
故
云
侯
張
而
弓
矢
亦
張
節
也

其
天
子
諸
侯
御
之
日
数
、
則
侍
無
文
焉
。
婦
人
之
思
夫
、
必
過
時
乃
怨
暁
。
毛
桂
云
五
旦
御
、
不
必
夫
行
六
日
、
恥
恥
怨
也
。

〇
〇

牽
馬
至
乃
出
○
滞
日
、
四
馬
並
北
面
。
牽
馬
者
皆
在
馬
西
。
士
既
受
馬
。
其
最
西
頭
者
、
便
即
出
門
、
不
須
由
馬
之
前
。
其
次
東
三

匹
者
、
皆
由
西
於
馬
前
而
出
。
故
云
「
牽
馬
者
自
前
西
乃
出
」
、
接
三
人
而
言
也
。
(
N
T
O
∞
a
)

「
莫
見
乎
隈
、
美
顔
乎
徴
」
者
・
「
莫
」
無
也
。
言
凡
在
衆
人
之
中
、
猶
知
所
長
。
及
至
幽
隈
之
虚
、
謂
人
不
見
、
衝
恥
恋
情
。
天
皆

佑
聴
察
見
、
罪
状
甚
於
衆
人
之
中
。
所
以
恒
須
悼
惜
如
此
、
以
罪
過
桁
心
失
、
無
見
於
幽
隈
之
虞
、
無
籍
露
於
紐
之
所
也
。
(
∽
N
・
O
N
b
)

其
君
之
學
用
人
也
、
於
同
姓
則
選
之
於
瓢
。
於
外
姓
則
選
之
於
蕾
。
於
親
内
遺
賢
、
於
菖
内
選
賢
。
言
唯
賢
是
任
、
不
以
親
以
菖
便

○即
用
之
。
所
學
不
失
有
徳
、
所
賞
不
共
有
努
、
必
有
徳
乃
學
、
有
螢
乃
賞
。
言
不
賞
無
勢
、
不
學
無
徳
。
(
N
の
・
O
の
b
)

っ
▼

然
此
時
天
子
錐
微
、
諸
侯
並
盛
、
晋
文
不
敢
請
随
、
楚
荘
不
敢
問
鼎
。
又
斉
弱
於
晋
、
所
較
不
多
。
呈
烏
一
戦
而
勝
、
便
即
以
王
相

許
。
準
時
皮
勢
、
理
必
不
然
。
病
原
馬
連
之
意
所
以
有
此
説
者
、
普
請
此
侍
「
格
授
玉
」
以
烏
「
措
授
王
」
、
遂
飾
成
鳥
此
謬
辞
耳
。

(
N
?
○
∽
b
)

〇
〇

巳
　
三
侍
皆
無
其
説
、
不
知
何
故
乃
復
。
…
…
劉
伎
詔
、
公
以
六
月
即
位
、
此
年
便
即
往
朝
、
於
事
未
鵠
緩
也
。
晋
人
何
以
辞
之
。

(
∽
今
O
等
)
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囚
注
祭
必
至
譲
也
○
解
云
、
凡
種
食
必
先
須
祭
者
、
正
欲
作
謙
。
其
未
祭
之
時
、
不
敢
傲
恥
嘗
之
、
欲
示
有
所
先
。
今
昭
公
祭
註
、
猶

不
嘗
者
、
正
欲
待
穏
譲
故
也
。
(
N
サ
○
浮
)

た
だ
し
以
下
の
二
例
は
時
間
的
な
「
た
だ
ち
に
」
の
意
味
で
は
な
い
。

ヨ
　
「
先
書
」
「
故
書
」
既
是
新
意
、
則
「
追
書
」
亦
是
新
意
。
「
書
」
輿
「
不
書
」
倶
是
新
意
、
則
「
構
」
輿
「
不
稀
」
、
「
言
」
輿
「
不
言
」
、

亦
倶
是
新
意
。
呈
得
「
不
言
」
「
不
梢
」
猫
為
所
意
、
「
言
」
也
「
構
」
也
、
俸
恥
非
平
。
(
○
=
邑

田
　
不
言
狐
毛
・
貢
佗
、
而
猫
學
此
五
人
者
、
賢
而
有
大
功
故
也
。
…
…
音
譜
構
「
公
子
長
事
貢
佗
」
、
佗
非
不
賢
。
蓋
博
文
意
之
所
在
、

〇
〇便

即
言
之
、
未
必
五
人
、
皆
賢
於
貫
佗
。
(
-
?
○
汐
)

[
即
便
]

「
即
便
」
は
「
便
即
」
二
字
が
入
れ
替
わ
っ
た
も
の
で
、
意
味
は
変
わ
ら
な
い
。
「
禅
語
辞
典
」
に
は
「
「
便
」
に
同
じ
。
す
ぐ
に
。
」
と
あ

る
。

田

且
礼
文
残
映
、
鄭
以
異
於
周
法
者
、
恥
傲
推
鵠
夏
股
。
末
必
食
嘗
無
欒
非
夏
礼
也
。
(
N
?
∽
・
〇
∞
b
)

注
成
喪
服
得
行
別
行
○
正
義
日
、
鄭
云
此
者
、
恐
成
服
之
後
、
恥
傲
得
行
、
政
明
之
。
云
若
成
服
巳
後
得
行
則
可
行
。
若
未
得
行
即

不
可
行
。
(
∽
?
O
N
a
)

聖
人
受
命
而
王
、
則
鳳
鳥
至
、
河
出
園
。
仲
尼
歎
日
「
鳳
鳥
不
至
、
河
不
出
固
。
吾
巳
英
夫
」
。
此
言
蓋
傷
時
王
之
政
、
不
能
致
此

0
0

瑞
也
。
先
有
制
作
之
意
、
而
恨
時
無
嘉
瑞
、
明
是
既
得
嘉
瑞
、
即
便
制
作
。
杜
欲
明
得
麟
乃
作
、
故
先
表
此
二
句
。
(
O
T
N
邑



[
致
使
]

「
致
便
」
に
つ
い
て
、
『
禅
語
辞
典
」
に
は
「
そ
の
結
果
と
し
て
…
…
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
あ
る
。
訓
読
と
し
て
は
「
…
…
し
む
る
に

い

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

た

致
る
」
・
「
…
…
し
む
る
を
致
す
」
で
あ
ろ
う
。
多
数
の
用
例
が
見
え
る
の
で
、
「
春
秋
正
義
L
を
除
い
て
、
お
お
む
ね
一
二
一
例
の
み
を

挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。

四

五経正義語彙語法節記(五)(野間)

詩

太
康
初
去
之
時
、
其
弟
五
人
侍
其
母
、
以
従
太
康
。
太
康
牧
子
洛
南
、
五
弟
待
於
洛
北
。
太
康
久
而
不
反
、
如
傲
界
距
於
河
。
五

子
皆
怨
太
康
、
追
述
大
南
之
戒
、
以
作
歌
而
各
欽
己
怨
之
志
也
。
(
○
Y
O
u
a
)

吉
川
訳
「
太
康
が
最
初
出
か
け
た
時
、
そ
の
弟
五
人
、
母
に
は
べ
っ
て
太
康
に
随
行
し
た
が
、
太
康
が
洛
水
の
南
で
狩
を
し
た

匿l匠I

の
で
、
五
人
の
弟
は
洛
水
の
北
で
待
っ
て
い
た
。
太
康
は
長
い
間
帰
ら
ず
、
そ
の
結
果
罪
に
黄
河
で
阻
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

丹
の
で
、
五
子
は
み
な
太
康
を
恨
み
に
思
い
、
大
南
の
教
訓
を
遡
っ
て
述
べ
て
歌
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
お
の
が
恨
み
の
心
を
述

べ
た
と
い
う
の
で
あ
る
」
。

『
尚
書
正
義
」
に
は
こ
の
他
に
「
湯
誓
」
　
(
○
?
O
U
b
)
・
「
君
爽
」
　
(
-
?
N
N
a
)
・
「
文
侯
之
命
」
　
(
N
?
○
u
a
・
b
)
に
見
え
る
。

作
桃
天
詩
者
、
后
妃
之
所
致
也
。
后
妃
内
脩
其
化
、
賛
助
君
子
、
数
傲
天
下
有
礼
。
(
O
T
N
⊥
芭

『
毛
詩
正
義
」
に
は
、
こ
の
他
に
も
多
数
の
用
例
が
見
出
せ
る
。
「
桑
中
」
　
(
O
U
⊥
・
-
O
b
)
・
「
定
之
方
中
」
　
(
○
∽
⊥
⊥
u
a
)
・
「
黍
離
」

(
○
サ
T
O
命
)
・
「
鵡
患
」
　
(
○
?
N
・
〇
u
a
)
・
「
伐
村
」
　
(
○
?
?
○
合
)
・
「
節
南
山
」
　
(
-
N
・
T
O
㌢
)
・
「
節
南
山
」
　
(
-
N
⊥
・
〇
∽
b
)
・

「
文
王
」
　
(
-
?
T
H
b
)
・
「
行
茸
」
　
(
-
Y
N
・
〇
g
)
・
「
蕩
」
　
(
-
?
T
O
-
a
)
・
「
召
量
」
　
(
-
∞
・
?
-
訂
)
・
「
小
恵
」
　
(
-
9
号
O
N
a
)
・

「
那
」
　
(
N
?
u
l
O
命
)
等
が
そ
れ
で
あ
る
。

注
誕
岡
至
失
費
○
滞
日
、
謂
若
君
臣
相
得
政
教
平
美
、
其
有
佐
臣
誕
以
悪
事
、
如
傲
善
政
失
安
着
也
。
(
甲
○
宣

注
抵
至
接
之
○
繹
日
、
云
「
抵
館
致
館
也
」
者
、
聴
産
及
下
司
俵
皆
云
「
致
館
」
、
故
同
之
也
。
云
「
眠
」
者
便
卿
大
夫
往
抵
観
其
可
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匠　　田

00

否
。
云
「
致
」
者
致
便
有
之
。
(
u
Y
N
合
)

0
0

「
公
日
末
之
卜
也
」
者
、
「
末
」
徹
也
。
「
之
」
哉
也
。
言
微
弱
哉
此
卜
國
也
。
以
其
微
弱
無
勇
、
致
使
我
馬
敗
績
。
(
○
?
-
ざ
)

注
非
猶
至
興
之
○
正
義
日
、
「
郊
牛
口
傷
」
宣
三
年
経
文
。
「
範
鼠
食
其
角
」
成
七
年
経
文
。
「
四
十
郊
不
従
」
倍
三
十
一
年
経
文
。
言

〇
〇

子
孫
不
能
承
奉
興
行
周
公
之
道
、
故
致
便
郊
牛
有
害
卜
郊
不
従
。

始
隈
終
麟
・
二
百
鎗
載
・
史
官
達
代
、
其
敦
甚
多
。
人
心
不
同
、
屈
辞
必
異
。
自
然
史
官
有
文
有
質
、
如
傲
其
辞
有
詳
有
略
。
既
無

所
害
、
故
不
必
改
也
。
(
O
T
-
O
b
)

計
赴
告
之
輿
本
應
皆
以
日
告
・
史
官
書
策
、
復
應
各
書
其
日
。
但
他
國
之
告
・
或
有
詳
略
・
魯
史
記
注
多
違
若
草
・
設
計
輿
不

日
、
無
復
定
準
。
及
其
伸
尼
書
経
、
不
以
H
月
褒
肢
。
(
○
ツ
ー
N
a
)

韓
子
以
鵠
「
君
子
言
知
所
悪
者
、
非
多
其
知
之
明
、
而
嫌
其
心
不
断
也
。
日
知
之
若
是
其
明
也
、
而
不
如
早
誅
焉
、
以
及
於
死
。
放

言
知
所
悪
、
以
見
其
無
権
也
。
昭
公
知
其
悪
・
而
不
能
行
其
誅
、
如
傲
渠
禰
合
憎
慣
死
以
徴
幸
、
故
昭
公
不
免
乎
拭
。
戒
人
君
便
彊

於
断
也
」
。
(
○
ツ
N
命
)

ち
な
み
に
現
行
本
「
韓
非
子
ナ
難
四
篇
で
は
、
「
傲
菜
摘
含
憎
健
死
以
徽
章
」
に
作
り
、
「
使
」
一
字
の
み
で
あ
る
。

召
穆
公
民
王
時
人
。
於
時
周
徳
既
衰
、
兄
弟
遺
快
。
召
穆
公
田
遠
徳
之
不
善
・
訃
傲
兄
弟
之
恩
快
・
収
合
宗
族
於
成
周
、
為
設
燕

合
而
作
此
周
公
欒
歌
之
詩
。
(
-
Y
N
O
a
)

田
　
此
云
「
葬
倍
公
」
、
彼
又
云
「
葬
倍
公
」
、
重
生
文
者
、
亦
既
錯
謬
、
必
禿
其
本
。
戎
由
編
絶
之
虞
、
三
字
分
筒
、
彼
有
葬
無
公
、
此

0
0

有
公
無
葬
。
後
人
並
添
足
之
、
致
使
彼
此
共
剰
一
文
耳
。
若
其
不
然
、
不
知
所
以
謬
也
。
(
-
ツ
ー
等
)

0
0

田
　
詩
意
言
維
披
夏
商
二
囲
、
其
政
不
得
民
心
、
致
使
國
家
喪
減
。
(
-
?
N
O
a
)

0
0

日
　
若
公
賓
輿
合
而
亦
不
審
諸
国
、
鵠
公
後
期
也
。
即
七
年
屈
之
盟
是
也
。
今
於
此
合
、
受
賂
舎
罪
、
致
便
魯
有
齋
患
。
公
雄
不
興
、
非

公
之
罪
。
経
輿
後
期
文
同
、
似
為
公
謹
。
故
侍
賛
例
以
明
之
。
此
合
公
社
不
興
、
非
公
悪
也
。
(
-
浮
l
N
紆
)

五



匡
注
二
子
重
複
之
○
正
義
日
、
二
子
輿
君
淫
昏
、
致
傲
君
死
國
乱
、
賓
罪
人
也
。
(
N
N
l
巨

匠
　
明
年
俸
構
「
君
子
日
活
丘
之
盟
、
唯
宋
可
以
免
」
、
則
宋
不
違
盟
、
而
亦
度
宋
卿
者
、
彼
晋
衛
曹
並
皆
侶
妄
。
華
椒
承
軍
備
之
言
、

0
0

以
誤
其
國
、
致
便
宋
翁
盟
放
伐
陳
、
衛
人
救
之
、
楚
人
討
之
伐
陳
怒
楚
、
被
伐
無
救
。
宋
社
有
守
信
之
善
、
而
椒
猶
不
免
識
者
、
寓

話
國
失
信
而
累
及
椒
也
。
(
N
u
l
O
-
b
)

自
　
注
重
其
至
求
之
○
正
義
日
、
劉
舷
以
斉
侯
三
人
斉
軍
、
又
三
出
奔
軍
、
以
求
丑
父
。
毎
出
之
時
、
斉
之
将
帥
敗
而
怖
催
、
以
師
而

退
、
不
待
斉
侯
、
如
傲
斉
侯
入
千
秋
卒
。
(
甲
-
邑

六
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四　　日　　巳　　日日圀

子
響
御
叔
自
以
短
命
死
耳
。
似
「
天
錘
美
於
是
」
、
如
傲
物
無
両
大
。
故
以
二
事
鵠
夏
姫
之
罪
。
(
甲
-
畳

陳
國
既
乱
、
数
値
宮
司
慶
閲
、
民
人
分
散
、
符
節
失
亡
。
政
令
陳
之
司
徒
招
致
民
人
・
司
馬
集
致
符
節
・
司
空
槍
致
土
地
、
便
各
依

其
善
師
乃
週
還
也
。
(
〕
?
-
O
a
)

正
義
日
、
形
之
輿
神
相
随
。
而
有
形
以
神
寧
王
、
神
以
形
鵠
宅
。
形
彊
則
神
彊
、
形
弱
則
神
弱
。
神
常
陸
形
而
盛
衰
也
。
既
露
其

準
則
神
識
亦
弱
、
如
傲
此
心
不
明
、
照
察
失
宜
、
而
昏
乱
百
事
之
節
度
也
。
(
芋
N
邑

0
0

注
花
宣
至
乱
制
○
正
義
日
、
於
時
晋
侯
格
以
士
穀
梁
益
耳
絡
中
軍
。
…
…
致
便
頁
季
・
箕
鄭
之
徒
怨
恨
而
作
乱
。
其
事
文
公
之
侍

具
臭
。
因
此
蒐
而
有
此
乱
、
故
日
「
晋
國
之
乱
制
」
。
(
u
u
⊥
N
b
)

一
説
謂
・
顔
・
荘
之
徒
、
以
説
義
疑
惑
、
未
能
走
其
是
非
、
如
傲
倍
経
任
音
炭
停
違
戻
。
是
以
何
氏
貌
其
形
勢
・
故
日
「
其
勢
」
。

経
過
畏
人
間
難
、
故
日
「
維
間
」
。
(
序
・
O
u
a
)

「
公
羊
注
疏
譚
注
稿
　
こ
　
(
公
羊
注
疏
研
究
会
一
九
八
三
)
の
訳
で
は
「
顔
安
楽
・
荘
彰
祖
な
ど
は
、
公
羊
の
理
論
を
講
説
す
る

に
あ
た
っ
て
困
惑
し
て
そ
の
正
否
を
決
定
で
き
ず
、
そ
の
結
果
、
経
義
に
背
反
し
た
り
、
臆
断
し
た
り
、
伝
義
に
惇
っ
た
り
す

る
よ
う
な
途
を
開
い
た
」
。

詔
云
「
白
駒
之
詩
賦
」
者
・
白
駒
詩
小
雅
。
宣
王
之
末
・
不
能
任
賢
・
如
傲
賢
人
来
日
駒
而
去
也
。
(
序
.
〇
宣



五経正義語桒語法前記(五)(野間)

団
　
過
有
司
也
。
郊
牛
日
展
斜
角
而
知
傷
、
展
道
義
臭
。
其
所
以
備
災
之
道
不
去
也
。
[
花
宵
注
]
有
司
展
察
牛
而
即
知
傷
。
是
展
察
之

道
弓
不
能
防
災
禦
患
・
如
傲
牛
傷
。
故
不
書
目
以
顧
有
司
之
過
。
斜
球
球
然
角
貌
。

郊
牛
至
蓋
也
○
繹
日
、
「
展
」
省
察
也
。
言
日
日
皆
省
察
牛
之
触
角
、
而
則
知
傷
、
是
省
察
之
道
重
夫
。
展
道
雄
蓋
、
不
能
防
災
禦

0
0

患
、
致
使
牛
傷
、
是
其
所
以
備
災
之
道
不
志
。
是
故
不
言
日
以
責
有
司
也
。
(
-
∽
⊥
O
b
)

[
比
束
]

「
比
来
」
に
つ
い
て
、
r
漢
語
大
詞
典
」
で
は
「
①
近
来
、
近
時
。
②
従
前
、
原
来
。
」
の
二
つ
の
用
法
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
r
禅
語
辞

典
」
で
は
、
「
近
来
、
近
ご
ろ
と
い
う
意
の
ほ
か
に
、
さ
き
ほ
ど
の
意
に
も
用
い
る
」
と
あ
る
。
お
お
む
ね
r
漢
語
大
詞
典
」
の
二
用
法
の

い
ず
れ
か
に
あ
た
る
の
が
、
以
下
の
三
例
で
あ
る
。

田
　
蘇
云
、
「
公
子
買
不
卒
戊
」
者
、
告
晋
楚
之
群
也
。
謂
晋
云
公
子
買
胎
か
戊
衛
。
今
不
便
終
其
戊
事
。
是
以
殺
之
。
謂
楚
云
胎
令
公

子
買
烏
楚
戊
衛
。
其
買
不
終
戊
事
。
是
以
殺
之
。
(
-
?
-
詮
)

後
半
に
見
え
る
「
胎
至
も
同
意
で
あ
ろ
う
。
他
に
見
え
な
い
用
例
で
あ
る
。

田
　
詩
以
至
賓
菜
○
正
義
日
、
在
心
鵠
志
、
翠
言
烏
詩
。
是
詩
所
以
言
人
之
志
意
也
。
鄭
君
賓
未
有
罪
、
伯
有
稀
「
人
之
無
良
」
、
是
「
謹

其
上
」
也
。
但
伯
有
不
臣
、
被
公
之
所
怒
、
以
公
怨
怒
、
首
白
須
掩
蓋
。
而
賦
詩
道
公
無
良
、
反
牌
公
之
所
怨
、
以
烏
賓
之
螢
寵
。

劉
笹
雪
而
公
顕
然
牌
胎
和
之
怨
、
以
烏
封
賓
之
螢
欒
也
」
。
.
(
甲
-
生

国
　
城
填
璽
兄
○
解
云
・
謂
斉
肋
如
攻
魯
城
、
令
至
壊
敗
、
抑
蜃
魯
寛
、
以
烏
己
物
也
。
(
○
:
邑

し
か
し
「
ち
か
ご
ろ
」
で
も
「
以
前
か
ら
」
で
も
な
く
、
少
し
意
味
を
転
じ
て
「
常
日
頃
」
の
意
味
が
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
有
る
。

七
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00

田
　
我
賓
失
子
可
哉
○
正
義
日
、
言
我
比
束
失
子
、
不
知
子
有
賢
行
。
臨
難
能
免
吾
首
、
女
今
可
守
此
言
哉
。
(
∽
今
N
∽
a
)

0
0

囚
　
「
権
」
者
危
険
之
事
。
祭
仲
比
来
欲
鵠
君
存
國
、
非
徒
然
也
。
但
園
内
凡
人
、
嫌
其
虚
設
。
故
作
経
侍
以
解
之
。
故
日
「
解
不
虚
設

危
険
之
嫌
」
。
(
○
∽
⊥
①
b
)

な
ら

な
お
次
の
例
は
、
以
上
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
で
「
比
び
来
た
る
」
と
で
も
訓
む
の
で
あ
ろ
う
か
。
参
考
ま
で
に
挙
げ
て

お
く
。
「
漢
籍
全
文
資
料
庫
」
で
検
索
し
得
た
も
の
の
中
か
ら
、
該
当
す
る
用
例
を
抽
出
す
る
の
も
、
実
は
か
な
り
手
間
取
る
も
の
で
あ

る
。

囲
　
「
兄
弟
之
讐
不
反
兵
」
者
、
「
兄
弟
」
謂
親
兄
弟
也
。
有
兄
弟
之
誓
、
乃
得
仕
而
報
之
。
「
不
反
兵
」
者
、
謂
帯
兵
自
随
也
。
若
行
逢

椎
、
身
不
帯
兵
、
方
反
家
取
之
胎
和
、
別
様
巳
逃
辞
、
終
不
可
得
。
故
恒
常
兵
、
見
即
殺
之
也
。
(
○
り
ユ
ー
a
)

[
方
便
]

「
方
便
」
に
つ
い
て
、
諸
橋
轍
次
「
大
漢
和
辞
典
」
で
は
、
「
悌
が
衆
生
を
導
く
た
め
に
施
す
か
り
の
手
段
。
韓
じ
て
、
臨
機
の
虚
置
、

便
宜
の
方
法
を
い
ふ
」
と
説
明
し
て
い
る
。
前
掲
塩
見
氏
r
唐
詩
口
語
の
研
究
」
で
は
、
r
遊
仙
窟
L
の
例
を
引
用
し
、
「
わ
ざ
と
ら
し
く
手

段
を
弄
す
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
つ
と
し
、
ま
た
「
手
段
、
手
だ
て
」
の
名
詞
と
し
て
の
用
法
を
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
。
「
九
経
疏
」
中
、

わ
ず
か
に
四
例
を
見
出
し
得
た
が
、
仏
教
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

0
0

国
　
君
子
至
喩
央
○
正
義
日
、
此
二
郎
明
君
子
教
人
方
便
善
誘
之
事
。

田
　
云
「
巳
靡
泰
山
之
祀
」
者
謂
天
子
不
復
巡
守
。
鄭
家
巳
靡
此
助
祭
泰
山
、
祭
祀
之
事
、
無
所
祭
祀
。
故
欲
烏
魯
祀
周
公
。
其
賓
駿
東

八
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巳
久
。
今
始
云
「
巳
匪
者
・
欲
烏
魯
祀
周
公
、
故
云
「
巳
靡
」
耳
。
加
齢
遜
辞
、
以
求
於
魯
也
。
(
○
含
冨
)

「
方
便
と
し
て
逃
げ
口
上
を
使
い
、
魯
に
求
め
た
の
で
あ
る
」
。

ヨ
　
欲
加
至
辞
乎
○
正
義
日
、
言
君
今
欲
加
臣
之
罪
、
其
畏
無
辞
以
罪
臣
乎
。
言
必
加
俸
有
辞
耳
。
(
-
2
宣

「
君
が
い
ま
臣
の
罪
を
加
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
臣
を
罪
す
る
言
葉
が
無
い
こ
と
を
気
に
か
け
る
だ
ろ
う
か
、
と
い

う
意
味
。
必
ず
こ
じ
つ
け
て
で
も
言
葉
は
有
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
」
。

田
　
「
近
十
家
」
者
、
貌
晋
巳
来
、
注
穀
梁
者
有
声
更
始
・
唐
固
・
襲
信
・
孔
演
・
江
配
∵
程
聞
・
徐
仙
民
・
徐
乾
・
劉
堵
・
胡
調
之

等
。
故
日
「
近
十
家
」
也
。
花
不
云
注
二
倍
得
失
、
直
言
注
穀
梁
膚
浅
末
學
者
、
膏
解
以
烏
、
服
・
杜
・
何
・
巌
皆
深
於
義
理
、
不

可
復
加
、
故
不
論
之
。
以
注
穀
染
者
、
皆
不
経
師
匠
、
故
偏
論
之
。
戎
昔
か
歴
任
穀
梁
、
放
言
其
短
也
。
(
序
⊥
O
b
)

な
お
r
論
語
義
疏
」
中
に
も
二
例
を
見
出
し
得
た
。

田
　
孔
子
烏
國
諌
而
答
以
「
不
知
」
、
遂
不
更
説
、
則
千
載
之
後
長
言
締
種
馬
聖
所
不
知
、
此
事
永
絶
。
故
更
向
戎
人
、
陳
其
加
俸
也
。

(
O
N
⊥
O
a
)

田
　
子
貢
開
子
禽
之
言
、
故
加
俸
答
距
之
也
。
言
智
輿
不
智
、
由
於
〓
亘
耳
。
今
汝
出
此
言
、
是
不
智
也
。
(
-
?
-
邑

(
本
稿
は
平
成
十
二
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
㈲
畑
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
)

九
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This present paper is a study of Chinese language in Wu Jing Zheng Yi. In this article

the present author attempts to clarify the idioms as follows:

委悉・委知・一何・何等・何物・商量・尋即・便即・即便・致便・比来・方便
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